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ཧใֶ研究室
https://sites.HooHle.Dom/Wiew/milab/home
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（写真左から）
教授：池ా　࢘ ka[Vshi@is.naist.jp
准教授：٢本　५一 jVniti-Z@is.naist.jp
ಛ准教授：ٱ保　 takatomi-k@is.naist.jp
ॿ教：ౢ　 mGVkVshi@is.naist.jp
ॿ教：日Ӭా　ஐֆ hieida@is.naist.jp 

ど͜にͰཧϞデル��.BUIFNBUJDBM�.PEFMT�&WFSZXIFSF�
ຊ研究室Ͱੜ体ͦのイϯλϥΫγϣϯをγスςϜとしてとΒえɺཧϞデルを௨してͦのجຊݪཧをղ໌しԠ用する研究
をして͍ます。͜Εɺֶࢉܭ（機ցֶश）ɺཧֶ（ੜ໋ཧ）ɺֶ（৴߸ॲཧ）を͘Χバーする境քྖҬ研究Ͱす。

研究を始めるのに必要な知識・能力
　数理Ϟデϧ構ஙには必ずしもしい数学は必要ではありません。データのഎ後にある本࣭にഭるح心がなにより大事です。また、
データ取得と解ੳを実行する行動力も必要です。

研究室の指導方針
　まず機械学習Ξϧゴリζムの理論的എܠと実について学ͼます。また、研究ܭ画を立て研究論จをॻくための基本も最ॳに学ͼま
す。その後はڵ味を持ったテーマについて、データ解ੳおよͼ数理Ϟデϧ構ஙを中心に研究を進めます。多くの場合、データ取得実験
や実験ܭ画立案にも参画することになります。機械学習Ξϧゴリζムにڵ味がある場合は、情報زԿ学や情報理論、౷ܭ科学などの
理論を学ͼ、研究に取り組みます。

この研究で身につく能力
　研究テーマが多ذにΘたることから幅広い知識を得られるとともに、どのような分野においても本࣭をଊ͑る「数理Ϟデϧ」が重要
であることがΘかります。また、それを構ஙするための基礎を身につけることができます。さらに理学的研究が多いことから、Ծઆの
構ஙとそのূݕのための実験ܭ画の͑ߟ方なども学ます。
 　本研究室の研究テーマは国内֎との共同研究が多いことから、ҟจ化ҟ分野に対する理解が深まり、ίミϡχέーション能力もຏ
かれます。

修了生の活躍の場
　情報産業を中心に、自動車産業、電機産業などにも就職しています。また、ത࢜後ظ課ఔに進み、研究者になる学生も多いです。

研究内容
　本ࣨڀݚͰʮཧϞσϧʯΛѻ͏ͯ͢ͷྖҬΛڀݚରͱͯ͠ ͍ΔͨΊɺڀݚςʔϚଟذʹΘͨΓ·͕͢ɺ大別͢Δͱػցֶशɺ
ੜ໋ཧɺ৴߸ॲཧʹ۠͞Ε· ɻ͢

ʦػցֶशʧ
ϕΠζཧʹΑΔ౷ܭత৴߸ॲཧɺ知ࣝൃ͓ݟΑͼσʔλϚΠχϯάɺ౷ܭతֶशཧɺ
Ҽ子ղੳͱεύʔεϞσϧʹΑΔσʔλղੳɺใزԿֶɾใཧͷԠ༻ɺڧԽֶशͷཧͱԠ༻

ʦ生໋ཧʧ
൫ɺೝ知తΠϯλجճ࿏ܦͷਆੑײڞԉɺࢧ治ྍͮ͘جʹඪࢦஙɺපଶͷಛੑղੳ͓ΑͼϚϧνϞʔμϧੜཧߏ๔ͷཧϞσϧࡉ
ϥΫγϣϯσβΠϯֶɺՁج४ͷڞ༗ϞσϧɺόΠΦϩΪϯάσʔλղੳ

ʦ৴号ॲཧʧ
ࣗಈंӡస行ಈͷཧϞσϧɺߏԻোࢧऀԉٕज़։ൃɺదԠࢧԉϩϘςΟΫεɺదԠ৴߸ॲཧͷ։ൃɾղੳɺϏοάσʔλղੳͷ
༺Ԡۀ࢈

研究設備
ଌஔ、ۙ֎ޫ分ޫஔ、Ϟーションܭ電ے・ଌஔ、ܭ球ӡ動؟
Ωϟプチϟஔなど。

研究業・共同研究・ࣾձ׆ಈ・外部資金など
共同研究先：NAISTόイオサイΤンスྖҬ/AT3/Cinet/۽本大/ຑ大/
ಸྑҩ大/ಸྑҩྍセンター /ಸྑ高ઐ/ژঁ子大/ژ大/OIST/理研
CBS/໊ݹ大/広ౡ大/ಙౡ大/᷂デンιー /日本電産᷂/Ad.6（フィリϐ
ン）など。




